
 

 

 
 

 

 

 

 

 

 

令和２年度可児市教育委員会の方針と重点 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

「可児市教育大綱」 
 

５つの目標 

１．「豊かな心」を育みます 

２．「共に生きるためのルールを守る意識」を高めます 

３．「夢に向かってチャレンジできるたくましい力」を養います 

４．「ふるさとを愛し、社会に進んで貢献できる人」を育てます 

５．「子どもは地域全体で育てる意識」を高めます 
 

 

 

            予 算 概 要 Ｐ１ 

                         基本目標と施策体系 Ｐ２ 

               教 育 総 務 課 Ｐ３ 

            学 校 教 育 課 Ｐ５ 

            学校給食センター Ｐ７



本市の子育ての基本理念である「マイナス 10 カ月から つなぐ まなぶ かかわる 子育て」の

もとで、その主要な役割を担う義務教育を中心として、子育て全般における切れ目のない教育を

推進していくため、次のとおり「可児市教育大綱」を定める。 

 

 令和元年 ６月１３日 

                                           可児市長 冨田 成輝 

 

 

可 児 市 教 育 大 綱 
 

 

目 指 す 方 向 
 

   「子どもの心に寄り添い、個々の力を引き出し、伸ばす義務教育」を推進し、生涯に 

わたって学び、成長していく人材を育てます。 

 

 

５ つ の 目 標 
 

 

１．「豊かな心」を育みます 
自分自身を認めることはもとより、命の大切さや相手を思いやる気持ち、良好な人間関係を築く 

ために必要な「豊かな心」を育みます。 

 

２．「共に生きるためのルールを守る意識」を高めます 
社会生活を営むうえで必要な礼儀、道徳、規則など、「共に生きるためのルールを守る意識」を 

高めます。 

 

３．「夢に向かってチャレンジできるたくましい力」を養います 
学力・体力の向上をはじめ、社会や環境の変化、困難な課題に直面しても、夢の実現に向けて 

自分の考えを持ち、創造力を発揮して「夢に向かってチャレンジできるたくましい力」を養います。 

 

４．「ふるさとを愛し、社会に進んで貢献できる人」を育てます 
ふるさと“可児”への誇りを持ち続けながら、ふるさとの人や社会、自然との関わりやつながりを大 

   切にし、地域社会の一員として「ふるさとを愛し、社会に進んで貢献できる人」を育てます。 

 

５．「子どもは地域全体で育てる意識」を高めます 
家庭、地域住民、子育てに関わる各種組織、地域に関わる各種団体等がそれぞれの立場で役 

割を果たし、相互に連携して「子どもは地域全体で育てる意識」を高めます。 
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令和２年度予算概要 

 一般会計予算総額  ３１，５５０，０００千円（対前年度0.3％増） 

 教育費歳出 【５，１８２，１５９千円】（対前年度比20.0％増） 

       前年度 ４，３１８，８２５千円 

 

 

【留意点】各項目の数値は表示単位未満を四捨五入している。したがって、その内訳を 

合計した数値は100％とならない場合がある。 

 

民生費

35.7%

土木費

11.1%

総務費

12.7%

教育費

16.4%

衛生費

7.4%

公債費

7.6%

その他

9.1%

一般会計予算 315億5000万円

社会教育費

40.1%

保健体育費

21.4%

中学校費

11.1%

幼稚園費

10.4%

教育総務費

9.7%

小学校費 7.3%

教育費の内訳 51億8215.9万円
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【「笑顔の学校づくり」第２期可児市教育振興基本計画の基本目標と施策】 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

基本目標Ⅰ 

「生きる力」の基礎の育成 

施策１ 幼児教育との接続強化 

施策２ 確かな学力の向上 

施策３ 心の教育の推進 

施策４ ふるさと教育の推進 

施策５ 体力の向上と健康の保持増進 

施策６ 安全で栄養バランスのとれた 

おいしい給食の提供と食育の推進 

基本目標Ⅱ 

未来社会を切り拓くため

の資質・能力の育成 

施策１ コミュニケーション能力の向上 

施策２ 国際理解教育の充実と多文化共生教育の推進 

施策３ キャリア教育の推進 

施策４ ＩＣＴ活用の推進 

施策５ 総合的な能力と個性を伸ばす教育の推進 

基本目標Ⅲ 

学びを支援する 

環境の整備・充実 

施策１ 教職員の資質及び指導力の向上 

施策２ 教職員の働きやすい環境づくり 

施策３ 学校施設環境の整備、管理 

施策４ 一人一人に寄り添った支援の充実 

施策５ いじめの未然防止と早期対応の充実 

施策６ 社会全体での子どもの見守り、成長支援 

全体の推進体制 
施策１ 適正な教育委員会の運営 

施策２ 効果的・効率的な教育行政の推進 
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《 教育総務課 》 

【 課の方針 】 

 

 

 

 

 

【 施策ごとの重点項目 】 

施策の名称 
【教育振興基本計画の施策番号】 

令和２年度に重点的に取り組む内容（計画書の取組番号） 

ＩＣＴ活用の推進（Ⅱ－4） 
・小・中学校情報通信ネットワーク整備工事を実施する。 

・大型提示装置を導入する。 

教職員の働きやすい環境づく

り（Ⅲ－2） 

・変形労働時間制の検討 

 

学校施設環境の整備・管理（Ⅲ

－3） 

・蘇南中学校の賃貸借校舎を建設する。 

・蘇南中学校校舎大規模改造工事を実施する。 

・東明小学校屋内運動場屋根等改修工事を実施する。 

・今渡南小学校校舎屋根防水工事を実施する。 

・西可児中学校給水設備改修工事を実施する。  

・各校における児童生徒数の確実な推計と必要な場合の対策をと

る。 

・学校施設に対する営繕工事、施設維持管理業務委託、備品購入

等を確実に実施する。 

・第二ばら教室と教室増対応による空調設備設置工事を実施し、

特別教室の空調整備について検討する。 

・学校給食センター包括委託事業の運営を支援する。 

・学校規模適正化の検討（兼山小学校の複式学級への対応）を行

う。 

・小学校賃借駐車場の見直し等を行う。 

いじめの未然防止と早期対応

の充実（Ⅲ－5） 

・いじめ重大事態調査委員会を設置する。 

適正な教育委員会の運営 

（全体の推進体制－1） 

・総合教育会議を必要に応じて開催する。 

・教育委員会会議（毎月１回と臨時）、教育政策会議（必要の都度）

を開催する。 

・教育委員の学校訪問を実施する。 

・教育委員の先進地視察を実施する。 

・教育委員の地教連等への研修参加を支援する。 

効果的・効率的な教育行政の

推進 

（全体の推進体制－2） 

・教育振興基本計画の運用管理を行う。 

・市教委事務局、市長部局との連携（特にキッズクラブ）による事

務事業の推進 

・教育委員会事務の点検・評価を実施する。 

・教育委員会表彰を実施する。 

・総合教育会議、教育委員会会議の会議録を市のＨＰで公表する。 

・教育委員会後援事務を確実に実施する。 

・企業版ふるさと納税の活用を検討する。 

 

○ＩＣＴ活用を推進する。 

〇学校施設の計画的な整備・改修を行う。 

○市長と教育委員会が相互の連携を図りつつ、より民意を反映した教育行政を推進する。 

○教育委員会事務局と市長部局等との更なる連携を強化する。 
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【 主な事業 】                           （単位：千円） 

予算事業名 主 な 内 容 予算額 

教育委員会一般経費 教育委員報酬、教育委員会連合会負担金 3,451 

教育総務一般経費 学校環境整備員の報酬、各種事務用品購入費 5,391 

小学校管理一般経費 
学校用務員の報酬、各種消耗品、光熱水費、施設管理委

託料、学校備品購入費 大型提示装置購入費 
204,556 

小学校施設改修経費 小学校の施設営繕工事費 35,400 

小学校施設大規模改造事業 工事費 153,500 

中学校管理一般経費 
学校用務員の報酬、各種消耗品、光熱水費、施設管理委

託料、学校備品購入費 
93,824 

中学校施設改修経費 中学校の施設営繕工事費 27,645 

中学校施設大規模改造事業 工事費 462,562 
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《 学校教育課 》 

【 課の方針 】 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

【 施策ごとの重点項目 】 

施策の名称 
【教育振興基本計画の施策番号】 

令和２年度に重点的に取り組む内容 

 幼児教育との接続強化 

（Ⅰ-１） 

・幼保小連携推進会議及び幼保小中連携講座を開催し、連携を密にし

て情報共有を図る。 

確かな学力の向上（Ⅰ-２） ・全小中学校において、授業改善のための校内研修を進める。ユニバ

ーサルデザインの視点を生かした授業づくりの研修や、学校所員会

での協同学習に関する研究なども実施する。 

心の教育の推進（Ⅰ-３） ・人権週間に行う「ひびきあいの日」を中心に、よいこと見つけや挨

拶運動を行うなど、他者とのふれあいを積極的に仕組み、自己肯定

感や自尊感情を高める取り組みを行う。 

・「いのちの事業」を実施し、出生までの生い立ちを知ることで、命

の尊さや他者への思いやりを実感し、豊かな心を育む。 

ふるさと教育の推進 

（Ⅰ-４） 

・可児市の歴史や文化について学び、ふるさとへの誇りや愛着を育

む。 

体力の向上と健康の保持

推進（Ⅰ-５） 

・全国体力・運動能力、運動習慣等調査から児童生徒の運動能力を把

握し、体育の授業を中核としながら、休み時間や部活動等を通じて、

児童生徒の運動への関心・意欲を高め、体力・運動能力の向上を図

る指導に努める。 

コミュニケーション能力

の向上（Ⅱ-１） 

・ココロとカラダワークショップを実施するなど、児童生徒のコミュ

ニケーション能力を高め、伝えあうことの楽しさを実感させる取り

組みを行う。 

国際理解教育の充実と多

文化共生教育の推進 

（Ⅱ-２） 

・ALTやかにっこ英語サポーターを有効に活用し、小学校英語教育を

充実させる。 

・ばら教室KANIによる日本語初期指導体制を充実させる。 

キャリア教育の推進 

（Ⅱ-３） 

・様々な体験活動を通し、自分らしい生き方を実現できる能力を育成

する。 

ICT活用の推進（Ⅱ-４） ・GIGAスクール構想による1人1台端末の導入を検討し、授業への活用

方法の研究を進める。 

〇可児市学校教育力向上事業（Q-U及びNRTの実施と研究指定校の設定、専門家の指導

等）により、すごしやすく学びやすい学校生活をつくる。 

〇グローバル化の時代に対応し、誰に対しても物怖じすることなくコミュニケーション

を図ろうとする子どもの育成をめざした研究を進める。 

〇「マイナス10 カ月からの子育てプラン」の推進にあたり、義務教育期にある児童生

徒の基礎学力の定着や豊かな心、健やかな体の育成をめざし、学校や地域の実態に応

じた教育支援を行う。 

〇教育研究所での各種研修を通して教職員の資質向上に関する支援体制の充実を図る。 

〇経済的に就学が困難な児童生徒の保護者を支援することにより、子どもの自立や自己

実現に向けた教育を充実する。 

〇ICT機器を活用した学習活動が進められるように、機器の充実や授業での活用の研究

を進める。 
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総合的な能力と個性を伸

ばす教育の推進（Ⅱ-５） 

・市内小中３校を「笑顔の学校公表会公表校」に指定し、各校の実践

を２年目に公表することで、市内の教員の教育活動の参考とする。 

教職員の資質及び指導力

の向上（Ⅲ-１） 

・夏季休業中を中心に、特別支援教育、コミュニケーション能力の育

成、教科指導など、より専門性を高めるための講座を実施する。 

教職員の働きやすい環境

づくり（Ⅲ-２） 

・ICTの活用により業務効率化を図り、長時間勤務の削減を目指す。 

一人一人に寄り添った支

援の充実（Ⅲ-４） 

・特別な支援を必要とする子どもの実態を把握し、個別の教育支援計

画や指導計画を作成し、支援に生かす。 

・困り感をもつ児童生徒によりよい支援を行っていくために、特別支

援教育連続講座や可茂特別支援学校のセンター的機能を活用した

研修などを実施し、教育の資質向上を図る。 

いじめの未然防止と早期

対応の充実（Ⅲ-５） 

・スクールカウンセラーやスーパーバイザー、スクールソーシャルワ

ーカーの派遣等により、いじめの未然防止や早期発見ができる学校

づくりに努める。 

社会全体での子どもの見

守り、成長支援（Ⅲ-６） 

・地域の方々に学校運営のサポートを連携してもらえる教育環境づ

くりを進める。 

 

【 主な事業 】                           （単位：千円） 

予算事業名 主 な 内 容 予算額 

学校教育一般経費 
日本スポーツ振興センター共済掛金、代替バス運行委託

料、電算機借上料、特別支援教育育成会補助金 
26,997 

スクールサポート事業 
スクールサポーター・通訳サポーター報酬等、スクール

ロイヤー業務委託料 
121,991 

学校図書館運営事業 学校図書館システム借上料、学校図書館司書報酬等 19,624 

外国語・コミュニケーショ

ン教育推進事業 

かにっこ英語サポーター謝礼、英語指導助手(ALT)派遣

委託料、コミュニケーション能力育成事業委託料 
32,664 

ばら教室KANI運営事業 ばら教室KANI職員報酬等 39,661 

学校教育助成事業 体験学習事業補助金 12,000 

可児市学校教育力向上事業 

スクールソーシャルワーカー・スクールカウンセラー等

謝礼、学級アセスメント調査委託料、全国標準学力検査

委託料 

29,173 

日本語指導が必要な生徒へ

の学習支援事業 
通訳支援員報酬等 2,581 

ふるさとを誇りに思う教育

事業 
茶道体験講習会講師謝礼、バス借上料 6,303 

教育研究所事業経費 教職員研修委託料、相談員報酬 20,942 

小学校教育振興一般経費 
校医・歯科医等報酬、各種健康診断等手数料、パソコン

借上料、教材備品・理科振興備品購入費 
81,646 

小学校就学援助事業 要保護・準要保護児童援助費 31,502 

中学校教育振興一般経費 

校医・歯科医等報酬、各種健康診断等手数料、パソコン

借上料、教材備品・理科振興備品購入費、教育振興補助

金 

38,437 

中学校就学援助事業 要保護・準要保護児童援助費 22,557 
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《 学校給食センター 》 

【 課の方針 】 

 

 

 

 

 

【 施策ごとの重点項目 】 

施策の名称 
【教育振興基本計画の施策番号】 

令和２年度に重点的に取り組む内容（計画書の取組番号） 

安全で栄養バランスのとれた

おいしい給食の提供と食育の

推進 

（Ⅰ－６） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

・献立作成委員会を開催し、栄養バランスのとれた魅力ある給食を

提供する。 

・「可児市学校給食衛生管理マニュアル」及び国の学校給食衛生管

理基準等に基づいた適切な衛生管理に努め、食中毒の発生を防

止する。 

・「可児市学校給食異物混入対応マニュアル」及び国や県の指導事

項等に基づいた適切な衛生管理に努め、異物混入防止の徹底及

び混入時の迅速で適正な対応を図る。 

・「可児市学校給食事務取扱いマニュアル」及び「可児市債権管理

マニュアル」等に基づいた適正な学校給食費の徴収を進める。 

・食材費の高騰に対応し、児童生徒に質の高い給食が提供できるよ

う給食費改定を検討する。 

・給食用物資購入選定委員会を開催し、安価で良質な食材を購入す

る。 

・食材及び完成食品（完成給食）の放射能検査や細菌検査を実施し、

安全性を検証する。 

・地場産物の使用に努め、地域の自然や文化、伝統、農業等に対す

る理解と関心を深める。 

・食について、正しい理解と望ましい習慣、食に関する実践力を身

に付けさせるため、学校給食の特性を生かしながら、発達段階に

応じた食育指導を実施する。 

・献立表への使用食材の記載や栄養成分配合表等の情報提供を行

うなど、学校や保護者との緊密な連携と情報共有を図り、安心・

安全な食物アレルギー対応を進める。 

・給食残渣の発生抑制及び再生利用を進め、食育の一層の推進を図

る。 

・試食会などを通じて、成長期に必要な食事や朝食の大切さなどに

ついて啓発する。 

・献立表や給食だよりを配布し、食に関する情報の提供や啓発を行

う。 

 

【 主な事業 】                           （単位：千円） 

予算事業名 主 な 内 容 予算額 

給食センター運営経費 給食材料費、御嵩町学校給食センター維持管理負担金 478,395 

給食センター管理経費 
給食センター業務委託料、給食費徴収事務業務委託料、

給食献立システム保守委託料、廃棄物収集運搬委託料 
387,125 

○成長期にある児童生徒の心身の健全な発達のため、栄養バランスのとれた安全で安心

な魅力あるおいしい給食を提供する。また、学校給食を通じて食に関する指導を行い、

児童生徒が食の大切さを理解するとともに、食を選ぶ力を身に付け、広く食文化を習

得できるようにする。 


